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■出題のねらい
　染色体に関する内容を中心とした問題です。（１）は細胞周期，（２）は遺伝子の連鎖
と組換えを中心として，基本的知識と論理的な理解を問うための計算問題を出題しまし
た。細胞周期の各段階でどのような変化があり，それは何を意味しているのか，「分裂
各期とＤＮＡ量の変化を示した図」から読み取れるかをみています。また，遺伝に関す
る問題ではメンデル遺伝の基本を穴埋めで確認しています。さらに，連鎖や組換えの仕
組みを理解しているか，計算問題を含めて出題しました。

■採点講評
　正答率は59％でした。遺伝の問題としては類型問題ですが，できているところとでき
ていないところが明瞭でした。生物を構成している細胞にはいくつか種類がありますが，
それらの違いはどこにあるのかを知識として定着させることが重要です。原核細胞と真
核細胞の共通点を問う問題ではその辺の弱点が出てしまい，正しく２つを選ぶことがで
きた受験者は約30％でした（ 26  ， 27  ）。細胞周期の中でＤＮＡ量の変化を説明す
る問題も，できがよくありませんでした。これは減数分裂の仕組みをよく理解していな
かったからだと思いますが，これも細胞生物学の基本ですので試験前に知識を定着させ
てください（ 34  ， 35  ）。正答率が19％というのは出題側としては残念な結果でした。
遺伝に関する問題ではメンデルの法則関連の穴埋めはよくできていました。しかしなが
ら，連鎖や組換えについて理解が曖昧な受験者がみられました。それは 41  ， 42  の
正答率が50％未満であることから類推できます。それに関連して， 46  ， 47  のよう
な表現型の分離比を求めるこの種の類型問題の正答率が約20～30％しかないのもそれを
示しています。類型問題は同じような問題を何問も解くことによって身に付けることが
大学受験の学習方法なのでしょうが，この種の問題は遺伝の仕組み（ここでは組換えや
連鎖）さえ理解できていれば自力で解くことが可能です。繰り返しますが，暗記ではな
く仕組みの理解が重要です。

■出題のねらい
　与えられた英文情報から，必要な情報を正確に読み取れるかどうかを問う問題です。
見学ツアーの案内等によくみられる日にちや年齢，人数に関連する表現や文法，図版が
正確に読み取れ理解できるかどうかがポイントです。

■採点講評
　全体的に正答率はよかったですが， 14  の正答率がよくありませんでした。選択肢
はどれもありそうな内容ばかりですから，本文をしっかりと読んで，深く理解できてい
るかどうかがポイントとなりました。正答は③でしたが，④を選んだ人が多かったです。

■出題のねらい
　設問が２つありますが，（１）は基本的な構文力と文法力を問い，（２）は英文全体の
内容が把握できているかどうかを問う問題です。

■採点講評
　 27  は不定詞の形容詞的用法， 28  は同等比較の基本的な構文の問題でしたが，こ
の２つの正答率がよくありませんでした。単語は決して難しいものではありませんから，
基本的な構文をもう一度確認しておきましょう。

■出題のねらい
　宇宙観測の最先端基地として南米チリの高地に設置されたアルマ望遠鏡に関する英文
を読み，多量に提供されている数値情報を正確に辿りながら，英語の基本的な語彙・語
法の理解に基づいた内容把握の問題です。天文学に関する語彙が多く使われているため，
一見したところやや難解にみえますが，設問の指示文で提供されている日本語からヒン
トを得ることで，各設問が解答しやすくなります。

■採点講評
　テーマが難しかったせいか，他の問題と比べて正答率は低かったです。中でもアルマ
望遠鏡を構成する66基のパラボラアンテナについての 19  の正答率が低かったです。

「望遠鏡」という語に惑わされないためには，本文の該当個所を丹念に読むことが必要
です。また，“equivalent” と置き換えることのできる語を選ぶ 20  の正答率もよくあ
りませんでした。このタイプの問題は文脈から得られるヒントを活用することがポイン
トとなりますが，単語を覚えるときに同意語も一緒に覚えるようにすると効果的です。
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■出題のねらい
　日常的な会話の内容を正確に理解する問題です。２者のやりとりの流れを見失わない
ようにしながら，細かい情報を読み取ります。

■採点講評
　日常的な会話には，様々な話題が入れ替わり出てきます。この問題ではDaigoが勤務
先を変更することになった経緯をしっかりと理解できるかどうかがポイントでし
た。 ３  ， ４  の正答率がよくありませんでしたので，苦戦した人も少なくなかった
ようです。特に英問英答の問題では，同じ内容も違った表現で言い換えられますから注
意が必要です。

■出題のねらい
　ツアー案内を題材にした問題です。広告のスタイルに注意しながら，提示されている
情報の中から，必要な情報を正確に読み取ります。

■採点講評
　ツアーの案内チラシが題材になっていますが，英文そのものは一般的なスタイルで文
型もシンプルです。そのため，内容理解がしっかりできているかどうかが重要なポイン
トとなりました。（３）の正答率が低かったのですが，この問題は選択肢も日本語ですし，
一見解きやすい問題と思われがちです。しかし，どの選択肢もいかにもありそうな内容
ですので，本文を丹念に読みこまなければ正答には辿りつけません。
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